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3 次方程式 023 =+++ CBxAxx  において，
3

A
xX +=  とおくと，方程式は 03 =++ qpXX  の形にな

る。よって，3次方程式 03 =++ qpxx  を解くことを考える。

まず，整式 abccba 3333 −++  を複素数の範囲で因数分解する。
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ところで，3次方程式 13
=x  の虚数解の 1つをωとすると， 13

=ω が成り立つから
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よって， cbacba ωωωω ++++ 22 , も abccba 3333 −++ の因数であるが， cba ++ ， cba 2ωω ++ ，

cba ωω ++ 2
は，どの 2つの組も一方が他方の定数倍とはならないから
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と因数分解できる。この等式の cba ,, をそれぞれ cbx −− ,,  に置き換えると
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qpxx ++3
を因数分解するには
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を満たす複素数 cb, を求めればよい。

②．③より
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33, cb は tの 2次方程式
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の 2解である。これを解くと
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とおく。方程式は cb, について対称であるから， vcub == 33 , としてよい。

vcub == 33 , の解の 1つをそれぞれ， 33 , vu とおくと

2333 ,, ωω uuub = ，

2333 ,, ωω vvvc =

0≠uv のときは， cb, の組み合わせによりbcは異なる 3 個の値をとるから， pbc =− 3 を満たす組み合わせ

が存在する。これを改めて，

33 , vcub == とすると，①より
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と因数分解できる。したがって，方程式 03 =++ qpxx  の解は

33232333 ,, vuvuvux ωωωω +++=

である。

例　3次方程式 0363 23 =−+− xxx  を解いてみよう。
1−= xX とおくと， 1+= Xx であるから
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よって

0133 =++ XX

したがって

33 =− bc 　…①， 1)( 33 =+− cb 　…②

を満たす cb, を求めればよい。①，②より
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よって，

33, cb は tの 2次方程式
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の 2解である。これを解くと
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33, cb は，この 2解のどちらとしても良いから
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とする。①を満たす cb, として
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